多良木町告示第４号

　

　多良木町姉妹町交流研修補助金交付要綱を次のように定める。
　　平成26年３月26日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多良木町長　松本　照彦

多良木町姉妹町研修補助金交付要綱
　（目的）

第１条　この要綱は、多良木町と北海道南幌町の姉妹町交流事業の円滑な運営を図るため、多良木町の団体等が実施する南幌町への研修旅行に要する経費に対して、予算の範囲内において補助金を交付することについて、多良木町補助金等交付規則（平成17年多良木町規則第５号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
　（補助対象団体等）

第２条　補助を受けることができるものは、５人以上で南幌町研修を実施する多良木町内の各種団体、住民グループ及び多良木町内に事業所を有する中小企業者とする。
　（以下、この要綱において「南幌町研修団」という。）
２　南幌町研修団が宿泊をする場合は、できる限り南幌町内の宿泊施設を利用するものとする。
　(補助金額)
第３条　補助金は、南幌町研修団の中で多良木町に住所を有する18歳以上の者１人につき年度内１回を限度に２万円交付する。
２　前項の年齢の基準は、研修実施の年度末における満年齢とする。
（補助金の交付申請）
第４条　南幌町研修団が補助金の交付を受けようとするときは、研修を実施する15日前までに補助金交付申請書（別記様式第１号）に次に掲げる書類を添えて、町長に提出しなければならない。

⑴　研修計画書（別記様式第２号）
⑵　収支予算書（別記様式第３号）
⑶　その他町長が必要と認める書類
（申請の承認）
第５条　町長は、前条の申請書類を審査し適当と認めたときは、姉妹町研修承認通知書（別記様式第４号）を交付するものとする。
（補助金の交付）

第６条　姉妹町研修補助金は、実績報告による確定払とする。

（内容の変更等）
第７条　南幌町研修団は、第５条の承認通知を受けた後、研修の内容に変更が生じたとき、又は研修を中止するときは、速やかに町長に報告しなければならない。
（実績報告）

第８条　研修の承認を受けた南幌町訪問団は、研修完了後15日以内に実績報告書（別記様式第５号）に次に掲げる書類を添えて、町長に報告しなければならない。
⑴　研修結果報告書（別記様式第６号）
⑵　収支精算書（別記様式第３号）
⑶　その他町長が必要と認める書類

（補助金の額の確定）
第９条　規則第14条の規定による補助金の額の確定通知は、補助金交付確定通知書（別記様式第７号）により行うものとする。
（補助金の請求等）
第10条　研修を完了した南幌町研修団が補助金の交付を受けるときは、請求書（別記様式第８号）を町長に提出しなければならない。
（証拠書類の保管期間）
第11条　規則第23条に規定する別に定める期間は、１年とする。
（雑則）
第12条　この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、町長が定める。

　　　附　則

この告示は、平成26年４月１日から施行する。
